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１．研究の目的 

本研究の目的は、東アジアにおける国境を超えたポピュラー文化に関わる研究者や実践者（ア 

ーティスト、クリエーターなど）のインタビュー、ストーリーテリング、活動実践などの映

像、および音声記録のアーカイブを作成し、学術研究と青少年らのメディア・リテラシー教

育の両方のために活用しようというものである。 

２．研究開始当初の背景 

　台湾と日本をまたぐ東アジアのポピュラー文化に関する諸研究の成果は、大半が学術論文や書

籍など、テキストのかたちで生み出されている。しかしテキストにはならないものの貴重なイン

タビュー、ワークショップの記録などがデジタル機器の発達によって残されるようになり、それ

らを用いた教材開発を進めることを目指していた。 

　しかし新型コロナ禍が急速に拡大したため、残念ながら台湾と日本の人的交流を果たすことは

出来なかった。一方で、リモートでの学習やポピュラー文化をめぐる諸活動が一般化するなか、

本研究は、新型コロナ禍以前にも増して重要になったといえる。 

３．研究の方法 

ポピュラー文化に関わる研究者や実践者の諸活動のオンライン・アーカイブを作成する。それら

をおもに大学レベルの授業やワークショップの教材として活用すること、さらにはそうした授業

やワークショップの記録をアーカイブすることを目指した。 

４．研究成果 

（1）ポピュラー文化やメディア研究に関するインタビュー、ストーリーテリングに関するアーカ

イブをウェブサイト上に公開した。現時点ではおもに音声メディア（ネットラジオ）のかたちを

取った日本語、および英語のコンテンツが多い。

（2）（1）を活用した大学生向けの教育実践を、国立台湾師範大学、東京大学、獨協大学でおこな 

った。

（3）以上の成果を、内外の学会、雑誌、書籍などのかたちで発表した。
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